
ウインクゲーム

合コン等で行われているウインクゲームです。高齢者向けにアレンジしました。

ジャンル 介護予防　机上レク　ゲーム

身体面への効果 指定されていません

指定されていません精神面への効果

人　　数

道  　具

どちらも好評です性  　別 5人以上女性

５～２０分

男性

要介護度2介 護 度 所要時間

(一人当たり予算0円)

人数分のカード(１枚は鬼)

注意点・追加ルール

期待効果 コミュニケーションができ、

鬼を見破るために推理する時に周りをチェックしながら眼球運動ができる。
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カードを１人ずつ引いて、鬼を決めます。
全員でお題を決めて話をしながら、ゲームは進行します。

1

鬼は、自分が鬼だとバレないように目が合った相手にウインクをします。

ウインクをされたと思った人は、５～１０秒後に「やられた」と言って倒れます。

2

座っていた場合、倒れ込むフリをします。起き上がると、鬼の方を見てしまって教える
ことになってしまうかもしれないので、倒れたままか、その場から離脱します。

3

他の人は鬼が他の人にウインクをしているのを見破り、鬼を指摘します。4

鬼は他の人に見られないように、１人ずつ倒します。制限時間を設けることで、鬼もウ
インクをしないといけないようにします。
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鬼ではない人にウインクされたと思ってやられる場合もあるかもしれません。その場合
もアウトです。
また、鬼ではない人を鬼だと言ってしまった場合、鬼の呪いということで間違えた人が
アウトです。

6

残り１人まで倒せたら鬼の勝ち。(どちらかが鬼だと確定するので)
それまでに鬼を見破れたら鬼以外の勝ちです。
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